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会議録 令和 6年 3 月 26 日(火) 場 所 3 階 第 5 研修室

会 議 名：第４回議会改革調査特別委員会

出席委員：平野委員長、廣瀬副委員長、東出委員、竹田委員、新井田委員、安齋委員

相澤委員、吉田委員

欠席委員：なし

ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞ：又地議長

会議時間 午前 9時 30 分～午前 11 時 45 分

事 務 局 片 桐、福 田

開 会

１．委員長挨拶

平野委員長 これより第４回議会改革調査特別委員会を開会いたします。

ただいまの出席議員は８名でございまして、委員会条例 14 条の規定による委員定足数に

達しておりますので、会議は成立いたしました。

事前に資料を配付しておりまして、みなさんもお目通しいただいたかと思いますが、こ

の調査特別委員会は、みなさんから項目に上げる部分を出していただき、十数点の項目を

協議することになっております。定数と報酬については、補欠の選挙が終わってから、再

度協議を再開するということで、みなさんと確認をとっています。残りの部分について項

目が多いものですから、その回、その回により調査事項を分けて、一つずつ整理していこ

うと思っています。

本日の調査事項につきましては、（１）から（３）までとなっておりまして、議員活動の

見える化対策について、こちらは議会の懇談会でも多くの町民の方から、どのような活動

をしているのか分からないという声が上がりましたので、それをいかに町民の方々に見せ

ていくかという対策でございます。（２）は提言ハガキの運用について、（３）は議会改革

調査特別委員会先進地視察研修についてとなっております。

（１）議員活動の見える化対策について

まずは、会議次第の（１）の議員活動の見える化対策についてをみなさま方と協議して

いきたいと思います。それで、前回の委員会でも見える化をどのような活動をしているの

かを表にしてですね、これを議会だよりに載せたらどうでしょうかっていうことをみなさ

んにお諮りしたんですけど、個人名の記載だったり、会議の参加資格がない部分だったり

も、用は○が付かないわけですから、そういう掲示の仕方はいかがなものかという意見を

多くいただきましたので、その修正版を次回の委員会で、みなさんに提案すると申してい

ましたので、この資料のなかに載せております。この議員活動状況フルバージョン１～３

っていうのが前回提示したものです。そこから、その下、議員活動状況掲載バージョン３

そこを開けますか、会議次第資料からいって、上から０３の議員活動状況掲載バージョン
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っていうページを開いていただきたいと思います。

みなさん開けましたか、前回は、日にち曜日そして名称、会場、それで議員の名簿を添

付して、誰が出た、誰が出ないっていう表記だったんですけど、今回は個人名を外して、

人数、何名出たって、仮に議長が一人で出てるのも多いんですけども、それもこの項目に

載せることによって、議員活動は１ヶ月でこれだけあるんだなっていう町民に対してお示

しできるかなってことでございます。これを議会だよりに年４回ですから、３ヶ月分を掲

載して、町民の方にお示しするというのはいかがでしょうかっていうお話なんですけども、

そのことについて、各委員からご意見をいただければなと思います。いかがでしょうか。

忌憚のないご意見を、もちろんこれが全て正解ではなくて、改善しながらっていう提案も

含めて、東出委員どうぞ。

東出委員 これもなんかあまりにもざっくりするんだよね。先のやつは、委員長言ったよ

うに、案内のきてない人の部分もね、のっかてたりしたから、それはないよねってことで、

前回の時にいらないと私は申し上げた１人なんだけど、これは一つの方法なんだろうけど、

ちょっとざっくりしすぎなんじゃないのかなと。

平野委員長 ざっくりすぎるとおっしゃいますと。

東出委員 自分の立場から言えば、例月は必ずあるわけだから、これは１名だし、議長に

案内がきたものは、議長のみで１名だよね、他の７名～９名とかってあるやつは、もうち

ょっとね、いい方法ないのかなって、自分で見てた時では、そんな感じだったんだよね。

感想です。

平野委員長 新井田委員。

新井田委員 たたき台としてですね、今回こういう形で記載してるんだけども、これでい

いかなと思っています。具体的にどうだこうだっていうよりも、ここに名前がどうだって

いうかたもいるのかもしれませんが、まずはこういう項目に対しての、まずみんなが関わ

りを持って活動しているんだっていう部分をまずね、その辺が大事だと思うんですよ、個

々に、それは立場あって、出れる方、出れない方があるわけで、それは、別に名前を記載

することもないだろうし、まずこういう部分での発信をして、まずは反応を見ると、いう

こともいいのかなって思います。

平野委員長 はい、ありがとうございます。ほかいかがでしょうか。竹田委員。

竹田委員 懇談会を経て、議員がなにをやっているかっていう部分を、示さなきゃないっ

ていうことで、こういうものが出てきたっていう、私はこういうものは必要ない、こうい

うことによって、例えば３ヶ月分の議会だよりに掲載するとなれば、２ページや３ページ

もとられてしまいます。行動は議員個々人が地域含めて行動することで、見える化になる

わけだから、それを議長の諸報告と同じことをやろうとしてる。

平野委員長 はい、まずわかりました。議会だよりについては、決してこれを１ページ使

うわけではなくて、１ページのなかに凝縮して載せるかなと思っています。あと個人の、

活動でやるしかないと、これまでも結局そのような思いでやってきたのが、町民にはそれ

がうまく浸透してないってことで何か新しく見せる形を作らなきゃないということで、今

回のこの協議になったわけですから、今竹田委員がおっしゃたような話ですと、これまで

は結局変わりなく個人がもっと頑張ればいいと、頑張らなきゃいけないのは当たり前なん

ですけれども。安齋委員。
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安齋委員 議員活動としてページの中に入れるとなると高くなってしまいますので、私は

こういうお示しをみなさんにってことになれば、全戸配布でやっていかないと、知らせら

れないなという気持ちがあるんで、ＨＰに載せるだとか、議会だよりの別刷りというか、

プリントにはなるんだけども、挟み込みいう形で出せればいいのかなと思いました。

平野委員長 内容についてはこんな感じでいいんじゃないかということですか。

安齋委員 こんな感じでいいと思います。

平野委員長 新井田委員。

新井田委員 基本的にはこれがどうなんだということなので、その手段、方法に関しては、

いろいろ議論があって、そのなかでどうするこうするという意見で、まずこの内容をね、

そういう取り組みがいいのかなと思いました。

平野委員長 では一通り全員に伺いたいと思います。相澤委員いかがですか。

相澤委員 いろいろな方法があるんだろうけど、最終的にはこういう方法しかないのかな

というふうには思っています。

平野委員長 このような記載の仕方で、よいという意見ですか。

相澤委員 仕方がないかなと思います。

平野委員長 吉田委員いかがですか。

吉田委員 昨年の議会懇談会のなかで、結構出されたもので、議員の活動が見えないとい

うなかでいけば、このままでいいのかなと思います。ただ先ほど相澤委員と話しをしたん

ですけど、議会だよりに載せるとページがすごい量になっちゃう感じありますよね、それ

で安齋委員が出してくれた案、こういう活動をやってますって、町民に対しての報告を別

刷りで出せるんであれば、これで十分なのかなと私は思います。

平野委員長 廣瀬副委員長いかがですか。

廣瀬副委員長 この内容に関しては、私はよろしいかなと思っております。次の段階でね、

どうお示ししていくか、議会だよりに載せていくのか、安齋委員が言ってたように、ペー

パーをちらしにするのかっていうのは、次の議論かなというふうに思います。

平野委員長 そのようなことでですね、多数決をとるわけではないんですけど、懇談会の

なかで、活動が見えないという声に一つでも二つでも応えていくってことで、これを新井

田委員おっしゃったように、載せ方は今一度みなさんと協議すればいいと思うんですけど、

これを町民に知らしめるということでは、できれば、一回は進んでいきたいなと思うとこ

ろなんですけど、竹田委員は最初から反対というご意見を出されたんですけど、東出委員

は、もう少しどうという意見があるのであれば、その対案をおっしゃっていただければ、

例えばこれを改良するものなのか、いずれにしても活動の形を見せる取り組みをするって

ていうことは、全議員の考えは一致していると私は思っていますけども。どうでしょうか。

これで、反対の気持ちがある方も受け止めましたけれども、まずはこれでやってみるとい

うことで、みなさんで進んでみたいと思いますけれども。暫時休憩いたします。

休憩 午前 09 時 44 分

再開 午前 09 時 53 分

平野委員長 休憩を解き会議を再開いたします。今後この載せる行事については、やりな
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がら、これが載せるの適切だとか、省いた方がいいというのは、進めながらみなさんから

ご意見をいただきたいと思います。安齋委員。

安齋委員 この並べてもらってるのは、日付順になってる思うのですが、できれば、なん

とか委員会だとか、本会議だとか、そういう決まったものはそのなかで、それ以外のみそ

ぎフェスティバルだとか、そういうものに関しては、別枠という形で、その活動以外の別

な活動で動いてますっていう形の方がいいのかなと私は思ったんですが、意見として加え

させていただきます。

平野委員長 まず載せ方を議会だよりにするのかどうなのかという前に、内容について安

齋委員から提案が出された訳ですけども、この会議類、本会議例えばこれでいうと、２２

日の議会だよりまでないです、出納検査、懇談会もそうか、これが例えば、極端に少ない

月とか、私はすごく少ない月ってあるじゃないですか、だから逆にこっちがメインなんだ

よってとらえられたとしたら、それであれば、数をちょっと、見せ方が大事だと思うので、

全部この日付で、系列したほうがたくさんあるねって思われるのかなって個人的には思う

んですけれども。今の部分についてはいかがですか。どちらでもよいということなのかな。

安齋委員。

安齋委員 それは１意見としてその後の判断については委員長にお任せします。

平野委員長 今回に関しては、このまま進んでいって、当然やりながら変更点だとか、改

善点は出ててくると思いますので、その祭には随時みなさま方からのご意見をいただいて、

改善して、より町民の方にしっかりと活動を見える表記にしていければなと思います。吉

田委員

吉田委員 先ほど休憩に入る前に委員長の言葉のなかで、参加したやつにレポートという

言葉がありましたよね、私は必要ないと思っていて、議会活動のなかで、これみなさんが、

出席するべき行事なので、これを欠席した人に教えるっていうのは、レポート提出ってい

うのは、果たして、どうなのかなって思うんです。欠席した人は欠席した、連合だとか、

広域の部分だとかは出張とういことでレポートはやりますけど、だけどこういう議員活動

の中で、本来出席しなければならない議員活動ですよね、そこにレポート提出ってなじみ

ますか。

廣瀬副委員長 すいません。吉田委員の言っているレポートの趣旨が違ってるのかなと思

うんだけども、広域だとか渡島西部に出席した場合のこういう会議がありましたというレ

ポートは当然出してはいるんです。今回のレポートという部分よりも、活動報告書みたい

な部分で、議員個人個人が、何月何日に相手が誰と、こういう内容でやりましたよくらい

のね、ものを議員みなさんじゃなくて、議会事務局に提出っていうレポート。

平野委員長 用はこの参加人数を正確に把握するために。

吉田委員 それをやったらさ、議長なんて大変なことになるよ、たぶん１ヶ月の半分くら

いはこういう行事に出てると思うし。

片桐事務局長 議長は公務なので、事務局で全て把握してるんです。ただそれ以外の、議

員のみなさんが、イベントなんかに参加した場合については、うちの方で知りうる情報が

ないんですよ。なので、人数を把握するために、例えばみそぎであればみそぎですとか、

活動報告みたいなものを出してもらうと、そういうことなんです。目的はあくまでもうち

が議員のみなさんが出席した会議やイベントだったりを把握するためのものをこういうペ



- 5 -

ーパーで出していただきたいなと。

平野委員長 はいそれでは、今一度掲載のしかたをどのように、出していくかっていうこ

とについてなんですけども、一応委員長、副委員長の腹案としては、まずＨＰ内には随時

更新して載せると思います。あとは、議会だよりっていうのがまず一番最初に頭に浮かん

だんですけども、今みなさま方からの心配で、この表示に何ページもかけて、予算もかか

るだろうし、というご意見も出されましたけども、私は１ページ内に収まるのかなと思っ

ております。決して議会だよりのページ増が大幅になるということにはならないという思

いでおります。その１ページさえも、どうなんだっていって別に紙を刷るとなると、それ

はそれでまた、別に予算がかかりますので、予算だけのことを考えるならば、議会だより

が一番ベストなのかなって思ったんですけども、仮にどなたかおっしゃったように、Ａ４

の別ペーパーで載せるほうがインパクトはあるかと思います。ただ竹田委員が言ったよう

に、これの活動をインパクト化をする必要も果たしてどうなのかなとも思いますし、そこ

ら辺を踏まえてですね、みなさま方から掲載のご意見を伺いたいなと思いますがいかがで

しょうか。竹田委員。

竹田委員 ＨＰだけではダメなのか、それで足りないから議会だよりに掲載しなきゃダメ

だって、ダブルでいくんだっていう。今の言い方は両方やるってこと。

平野委員長 ＨＰっていうのは、気軽に誰もが見れる、携帯でも今は見れますから、幅広

く、みなさんに報告してますよってことにはなるんですけども、ご存じのとおりＨＰをご

覧になれる方や、あるいはその数がどこまでかと、いうことを考えれば、町民に広く広め

たとはとても言える状況では現状なくて、木古内町のこの高齢化でしたりとか、環境とか

を考えれば、であればやれることを一つでも二つでも、せっかくやる以上やった方がいい

とした思いから、ＨＰに載せるのは当たり前として、議会だよりにも載せたいという思い

の提案です。東出委員

東出委員 参考までに教えてください。先ほど安齋委員が言ったように、ペーパーのもの

を折り込むっていう、それって例えば、３ヶ月分どんとやろうというのも方法だろうし、

４回の定例会をね、ただ時と場合によっては、町政広報に一緒に配布してもらうことも可

能なんだろうか。議会のものなんだろうけど、町政広報の中にねペーパーを１枚入れても

らう。

平野委員長 今町政広報の配布について各町内会だったり、婦人会に委託しておりますが、

その配布するのが、高齢化が進み配る人がいないという諸問題があるなかで、ちらしの入

れる作業が、大変だっていう声が数多く聞こえております。町の予算も手数料、お礼に算

出してるのが、紙１枚入れれば数円とかって、それでできるだけ、折り込みは入れて欲し

くないという声が多く聞かれるものですから、私はそこは避けた方がよいのではないのか

な、議会のことは議会だよりのなかでやるべきなのかなと思いますが、質問にお応えをす

るとすれば、そこに入れることも可能です。安齋委員。

安齋委員 そういうことを考えて議会だよりのページ内に収めると考えると、今これで３

ページですよね、これを議会だよりに載せるとなると、すごく小さい字になっちゃうと思

うので、非常に読みにくいと思われますし、１ページに収めたとして、その印刷代でどれ

くらい増えるかっていうのが分からないと、どっちにした方がいいんじゃないですかって

いうのが見えないなっていうところなんですけど、どうでしょう。
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平野委員長 １ページいくらというか、そもそも議会だよりの年間予算がページ数を定め

ていまして、余裕をもって予算組みをしてるんですよね、仮に何かたくさん記載しなけれ

ば、ただ今回も一般質問の数が多くなれば、当初予算に近づくだけのページ数にきっと初

回からなりつつあると思うんですけども、そこは議会のお知らせとして必要なことであれ

ば、議会だよりの予算の増額等も当然町にお願いすることも時には必要だと思いますし、

あとは作ってみてこのページが３枚もＡ４のページ１枚にしたらどれだけ見づらいかとい

うことになってくると、仮に２ページを作って特別委員会の記事もこれから載せなければ

いけないので、２ページを使って特別委員会の内容の周知報告とこれも合わせて乗せれれ

ば、字が小さすぎてあれだって言うのであれば、２ページを使うってことも当然視野に入

れなければいけないと思っています。新井田委員。

新井田委員 今お金の話してるんだけど、そんなの関係ないと思うんだよね、我々この改

革のなかでね、本当に見えてこないよねっていう中でね、こうして議論してるわけですか

ら、例えばコピーの１枚入れたからどうだとか、そんなケチっぽいことはしたくないのよ、

やっぱり議会だよりにきちっと載せて、そしてどうだと、ＨＰにも載せてどうなんですか

と、そういう発信のしかたがね、これ本来の姿じゃなないのかなと、小手先みたいにちら

しポーンって入れてさ、見てとかって言ったって誰も見ないって、そんな風に感じました。

安齋委員。

安齋委員 提言はがきで意見出てましたよね、何だこれ、こんなものに金かけんのかって、

書くとこ何もないじゃないかって、そういう話も出てました。金をかけるっていうことは、

非常に町民のみなさんはナーバスになっています。だから、この内容を知らせるのに、そ

こにスペースを使って、印刷代をかけて、どうなのよっていう意見も多分きっとやってる

と出てくるかなと思います。それで追加予算になりました、補正をかけたらなお言われる

と思います。だからちょっと考えなきゃいけないと思う。

平野委員長 暫時休憩いたします。

休憩 午前 10 時 08 分

再開 午前 10 時 11 分

平野委員長 休憩を解き会議を再開いたします。休憩の中でも皆さんから色々意見を伺い

ましたが、懇談会からの話を受けて、我々の活動を見ていただくということで協議をして

いますと、それでこういうような表示でまずはやってみましょうというところまでは、み

なさんご理解いただいたと思います。そこに破格の予算をかけるのであれば、それは批判

があることも想定されますが、まずは我々が与えられた議会だよりの予算の範囲内で、労

力はかかりますけど、この作業をするのにみなさんからの出欠を取りまとめなければいけ

ませんし、議会だより特別委員会の編集にも１ページ労力を追加するわけですから、当然

事務局も負担はかかります。そんななかで最小限に予算をかけないで、みなさんに表記で

きることから、最善策はやはり議会だよりのページのなかにこれを記載してやってみまし

ょうということでまとめれればと思いますけれどいかがでしょうか。内容については、事

務局も色々と精査しておりますが、必ずこれがこっちの判断で載せるといった判断ではご

ざいませんので、みなさまから見ていただいて、ご意見があれば改善等をしながら進んで
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いきたいと思います。そういうことで進めていきますのでよろしくお願いいたします。

（２）提言ハガキの運用について

平野委員長 続いて（２）の提言はがきの運用についてということでですね、先ほどのレ

ジュメの４番をお開きください。今日はですね、提言ハガキの内容についてみなさんと協

議する場ではありません。この提言はがきの扱いをどのようにするかと、以前も全員協議

会のなかでは、みんなでこの提言ハガキを見れる環境をつくろうと、それを必要なもので

あれば、議会のなかで協議するもの、行政のなかで協議するもの、その他という項目に分

けていますが、これらの仕分けを含めてですね、この特別委員会のなかにこの提言ハガキ

の扱いを組み込んでいってはどうかという提案でございます。私個人が思うにはですね、

少数意見、個人の意見で議会に対してご意見をいただくことは、まずはありがたいことだ

と思うんです。ただその１人の意見に対して、議員全員でこれに対してどうするっていう

ことは、私は必要ないと思っています。ただどうしても、これはやっぱり大事なことで、

みんなで協議しなきゃないなって思うことがあるならば、各議員がこれを拝見するなかで、

何かの場でみなさんに諮るようなことをすればよいのかなと思っています。行政に伝える

部分も、あくまで町民の１人の意見を議会として行政にハガキにこういうこと書いてたよ

って伝えるのもどうなのかなと思っておりまして、この書いていただいた内容については、

各議員が、直接担当課と話す場面だったり、一般質問に組み込むだったり、どうしても行

政これを伝えなければならないことがあれば、手を挙げていただいて、それをみなさんに

諮ると、という流れにすればいいのかなと考えております。じゃあ何に対して特別委員会

に役割があるんですかというところなんですけど、今後もどれだけの数がくるか分かりま

せんですけども、議会だより等に掲載する、今もすでに２０件程度の内容が来ております。

それを議会だよりに掲載する何個かを選抜して、このような提言ハガキが来ていますって

いうのを、載せてはどうかなと。それをこの特別委員会のなかで表題として、仮に正副委

員長が提案して、みなさんに諮っていただくっていう流れでできればなと思っているとこ

ろですけども、伝えたい意味はご理解いただいたでしょうか。暫時休憩いたします。

休憩 午前 10 時 16 分

再開 午前 10 時 18 分

平野委員長 休憩を解き会議を再開いたします。今休憩のなかでオブザーバーであります

議長からは、１件ずつみなさんと内容について協議すると、前回やったようなことで、そ

れは議会改革調査特別委員会ではなくて、全員協議会なものなのか、っていうこれまでど

おりということでとらえてよろしいですよね。暫時休憩します。

休憩 午前 10 時 19 分

再開 午前 10 時 23 分

平野委員長 休憩を解き会議を再開いたします。休憩の中でみなさんからそれぞれの項目

について、色分けをしようというご意見を出されましたので、１２番から２９番までの項

目について、読み上げたうえで進めていきたいと思います。読み上げについては副委員長
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お願いします。

廣瀬副委員長 １２番からですね。６０代本町の方です。帯状疱疹予防接種の費用助成を

してほしいです。（６５歳以上）早急に検討をお願いします。

平野委員長 確認なんですけども、これ１個人の意見でも行政にこういう意見が出てまし

たよということは伝えるっていうことに前回決めきれてないと思うんですけど、前回は全

員協議会のなかでしたが、なので前回どおり、議会・行政・その他ってありますけども、

この行政に○付けしたとしたら、行政にこういう意見がきてましたってことを伝えるって

ことで。

東出委員 それは２９番までやって、そしてみなさんどうですかって聞けばいいんじゃな

い。

平野委員長 そうですか。じゃあ１２番は行政ですね。続けてください。副委員長。

廣瀬副委員長 年齢８０代以上、本町の方。議員数も多いな。議員さんへもっと町内をチ

ェックしてください。下水など見て回ってください。

平野委員長 これは議会でいいですね。

廣瀬副委員長 ６０代本町の方。雪が解けたら議員さんみなさんで、前浜海岸を歩いてみ

てください。問題がたくさんあると思います。本町以外の議員さん、全町全体を見て活躍

してほしいと思います。通学路の除雪はしないんでしょうか。

平野委員長 こちらについても議員の取り組みについてが主なことだという見解でいいで

すよね。議会でよろしいですね。

廣瀬副委員長 ７０代釜谷の方。７０歳以上の方に配布されているタクシーや温泉入浴の

券は必要ないと思う。木古内町の方はいいかもしれないが、町外の人は何の得にもならな

い。足の悪い方は温泉には入れない。

平野委員長 暫時休憩いたします。

休憩 午前 10 時 25 分

再開 午前 10 時 50 分

（３）議会改革調査特別委員会先進地視察研修について

平野委員長 休憩を解き会議を再開いたします。続いて（３）番目なんですけれども、資

料の０５番先進地視察研修のページをお開きください。以前から冒頭の議会の予算をみな

さんでお話をする時から、この特別委員会で視察に行きましょうという話のもと、予算付

けをいたしました。今回特別委員会として、懇談会でも出された、あるいは当町の議会の

課題でもあります、なり手不足でしたり、女性議員の不在の部分をどのように改善といい

ますか、作戦があるのかということを、浦幌町議会は新しい女性の議員が３名になり、新

聞にも大きく取り上げられて、全国から注目を集めた議会でもあります。全道はもちろん

のこと、全国至る所からこの浦幌町に視察のオファーも多数あると伺っております。そん

ななか事務局が手配してくれてお話を伺ったところ、当初６月２４日からの３日間でみな

さんにご案内をさせていただいたんですけども、先方のご都合で日程変更して、一応案で

すが６月２５日から２７日の３日間で浦幌町議会の視察及び、近隣のもう一つ、今そこは

調整中なんですが、もう一つか二つ、なり手不足や若い議員や女性がいるところの進んだ
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議会の視察を今協議検討しているところでございます。このことについて、一応浦幌町さ

んの方については、受け入れ態勢は整っているんですけども、時間も限られていますし、

全員で来られるのか、できれば半分くらいで来られるのがっていう話もされましたが、そ

の部分についてみなさんで協議して、どうするのかっていうのを進めていきたいと思いま

す。まずはこの視察の地がいいのかどうかも含めて、ご意見をいただければなと思います。

確認事項を順次読み上げていきますので、一つずつ皆さんからご意見を伺いたいと思いま

す。まず日程の確認ということですけども、先ほど申し上げましたとおり６月２４日から

の３日間だったんですけど、先方の都合で視察を受け入れているようなので、２６日がよ

うやくアポをとれたということでございますので、この浦幌町に行くとすれば、この日程

で調整するしかないという現状でもありますので、日程についてはよろしいでしょうか。

次に参加者の人数なんですけど、ここに記載のとおり予算では町バスで全員参加の予算計

上になっております。距離も遠く、次の週に全道の研修会も予定されています。このため

少数で研修を受けるというのも、検討事項にもなるのかなとも思いますが。

新井田委員 全員で行きましょう。この７月のはなんでしたっけ。

片桐局長 全道で行うコンベンショセンターで行っている研修会です。それが次の週にあ

ります。

平野委員長 これらの事柄についても、休憩のなかで協議したいと思います。暫時休憩と

します。

休憩 午前 11 時 00 分

再開 午前 11 時 05 分

平野委員長 休憩を解き会議を再開いたします。日程については６月２５日から２７日の

３日間で、メインとしては２６日の浦幌町議会の研修を受ける。それでもう１箇所につい

ては、今調整中でありまして、後日みなさんにご提示いたしますが基本は全員でこの視察

研修に行くというまとめでよろしいですか。一番下の５番目までも読みませんでしたけど

も、先ほど研修に行くということで、６月の常任委員会と議会だよりの編集特別委員会の

日程調整をすることもあわせてご理解いただきたいと思います。ほかこの研修について何

かご意見ありませんか。なければ、以上で本日の調査といいますか、調査案件全て終えま

す。次回開催日については、まだ調整しきれていないので、あらためて調整後みなさんに

日にちの提案をさせていただきます。それでは全体をとおして何かございませんか。

竹田委員 当面のスケジュールって決まっていますか。

片桐局長 年間のスケジュールは渡してますよね。配信されています。それから若干今回

の視察研修が入ったり、総務・経済常任委員会もずらした形で、もう一回配信し直します

から。

平野委員長 特別委員会のみなさんのご意見は特にないようですので、以上をもちまして

第４回議会改革調査特別委員会を閉めたいと思います。このあと事務局からその他案件が

ありますが、まずもって特別委員会は終了します。お疲れ様でした。



- 10 -

傍 聴：なし

議会改革調査特別委員会

委員長 平 野 武 志


